
 

 

「 日常の力 」 

校長 山 本 俊 次 

 皆さんは柔道界で世界を舞台に活躍する、阿部一二三選手と詩選手の兄妹を知っていると思

います。オリンピックという最高峰の舞台で輝かしい実績を残してきた二人ですが、彼らの強さ

の秘密は、決して特別な練習メニューや才能だけにあるのではありません。彼らが発信する言葉

を紐解くと、共通して強く語られているメッセージがあります。それは、「日常生活をいかに大

切にするか」ということです。 

兄の一二三選手は、かつてインタビューで「普段の生活の乱れは、必ず畳の上の隙となって現

れる」という趣旨のことを語っていました。靴を揃える、挨拶をする、部屋を片付ける、時間を

守る。一見、柔道の強さとは関係なさそうなこれらの一つひとつの積み重ねこそが、ここ一番と

いう勝負どころでの「心のブレ」をなくすのだと言います。 

妹の詩選手もまた、「感謝の気持ちを忘れないこと」と「日々の丁寧な暮らし」をとても大切

にしています。どんなに自分が強くても、支えてくれる家族や先生、競い合ってくれる仲間がい

なければ畳の上には立てない。その感謝を、日頃の態度や言葉遣いという「日常の行動」で表現

しているのです。 

二人の言葉は、私たちの中学校生活にもそのまま当てはまります。「テストで良い点を取りた

い」「部活動の大会で勝ちたい」「行事を成功させたい」。誰しもがそうした大きな目標を持つ

ものです。しかし、その結果を決めるのは、本番の瞬間だけではありません。授業中の聞く姿勢、

提出物の期限を守ること、廊下ですれ違った時の気持ちの良い挨拶、掃除をしっかりと行うこと

など・・・。そうした「当たり前の日常」をどれだけ丁寧に過ごせたかが、皆さんのここぞとい

う時の底力になります。 

日常をないがしろにしている人は、本番の大事な場面で焦りや油断を生んでしまいます。逆に、

普段の生活を味方につけている人は、どんな緊張する場面でも「これだけやってきたんだ」とい

う本物の自信を持って挑むことができるのです。 

今日という一日の、目の前の小さな行動一つひとつが、未来の皆さんを支える強い味方になり

ます。これからも「日常の力」を大切に積み重ねていきましょう。 

 

 

教 育 目 標 
 

深 思・敬 愛 
  心身ともに健康で 自律的に学び 

  そうぞう力 豊かに 

  社会に貢献する生徒 
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７月行事予定 
 

 

 1 水 
一斉委員会 

市Ｐ連広報誌作り方講習会 

2 木 ふるさと教育・潮音頭（１年） 

3 金 市教研研究部会② 

4 土 
中体連剣道(喜茂別) 

代表決定戦(バド:後志・バレ:小樽） 

5 日 吹奏楽部熊碓神社演奏(15:00～) 

6 月  

7 火 定期テスト① 

8 水 CS 

9 木 職員会議⑧ SC 来校 

10 金 市Ｐ連代表者研修会 

11 土   

12 日   

13 月 学年教育相談＆学担保護者面談① 

14 火 学年教育相談＆学担保護者面談② 

15 水 学年教育相談＆学担保護者面談③ 

16 木 学年教育相談＆学担保護者面談④ 

17 金 学年教育相談＆学担保護者面談⑤ 

18 土   

19 日   

20 月 海の日 

21 火 
薬物乱用防止教室(3h 保体) 

大掃除 中学校終業式 

22 水   

23 木  

24 金   

25 土 潮ねりこみ 

26 日   

27 月   

28 火   

29 水   

30 木  

31 金  

前期いじめアンケート結果について 
 いじめ防止対策推進法が施行され、いじめとは

「一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理

的又は物理的な影響を与える行為（インターネット

を通じて行われるものを含む。） であって、当該

行為の対象となった児童等が心身の苦痛と感じて

いるもの」と定義されました。これは、いじめられ

た側が、心的・肉体的に少しでも嫌な思いを感じた

場合、すべて「いじめ」として認知することとなり

ます。本校では 6 月に全校生徒に対して「いじめ

アンケート」を実施し、いじめの未然防止といじめ

の深刻化防止につなげています。今回のアンケート

では、全校で９件の「いじめ」を認知し、解決に向

かうよう指導を続けているところです。これからも

「いじめは絶対に許されない」ことを繰り返し指導

するとともに、全職員で早期発見・早期解決に向け

て取り組んでいきます。 

芸術鑑賞が終わりました 

６月 16 日（火）に総合劇集団俳優館によ
るミュージカル 「あらしのよるに」を実施しま
した。今回の芸術鑑賞では 3 年生が出演する
ことから、事前にワークショップを行い、 「演
劇体験」と各学級で出演する生徒を選出しま
した。 

本番では約 10 名の生徒が練習した振り付
けを披露し、ステージを盛り上げてくれまし
た。出演した生徒は本番で使用する「花」を紙
で作り、役者と一緒にダンスをするなど一生
懸命に取り組んでくれました。劇団の方から
も鑑賞する態度が大変立派であったとお褒め
のことばをいただきました。 

 

 

 

 

 

学校評価アンケートについて 

例年実施しています学校評価アンケートにつ

いて今年度もご協力をよろしくお願いします。

期間は令和 8 年 6 月 29 日（月）～7 月 9 日

（木）までの期間で tetoru にて配信するフォー

ムでのご回答をお願いします。 

学校生活や家庭での様子などをお聞きし、2

学期以降の教育活動改善に役立てる大切な資料

となりますので、多くの皆様のご協力をよろし

くお願いします。 

ホームページ QR → 


